
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

前
回
も
触
れ
た
よ
う
に
、

日
中
関
係
は
、
１
９
７
２
年

の
田
中
角
栄
首
相
の
訪
中
で

国
交
が
正
常
化
し
て
以
来
約

２０
年
間
、
「
蜜
月
」
と
言
っ

て
も
よ
い
ほ
ど
の
友
好
関
係

が
続
き
ま
し
た
が
、
１
９
８

９
年
６
月
に
突
発
し
た
「
天

安
門
広
場
事
件
」
で
１
８
０

度
変
化
し
、
以
後
、
今
日
見

る
よ
う
な
厳
し
く
難
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

同
事
件
で
は
っ
き
り
し
た

よ
う
に
、
中
国
は
、
そ
れ
ま

で
の
開
明
的
な
胡
耀
邦
時
代

の
民
主
化
路
線
を
一
転
し
、

共
産
党
一
党
独
裁
に
よ
る
強

固
な
政
治
体
制
に
移
行
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
、
念
の
た
め

に
、
も
う
一
度
、
過
去
半
世

紀
ほ
ど
の
歴
史
を
駆
け
足
で

お
さ
ら
い
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

１
９
４
９
年
の
建
国
以
来

国
際
社
会
で
広
く
承
認
さ
れ

る
こ
と
な
く
孤
立
し
て
き
た

中
国
（
中
華
人
民
共
和
国
）

は
、
１
９
７
１
年
の
ニ
ク
ソ

ン
米
大
統
領
の
突
然
の
訪
中

に
よ
る
米
中
国
交
正
常
化
と

同
年
末
の
国
連
加
盟
承
認
に

よ
り
、
台
湾
（
中
華
民
国
）

に
代
わ
っ
て
、
国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ

ま
し
た
。
米
国
が
劇
的
な
対

中
政
策
転
換
（
い
わ
ゆ
る
ニ

ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
）
に
踏

み
切
っ
た
背
景
に
は
、
西
側

民
主
主
義
諸
国
と
の
オ
ー
プ

ン
な
交
流
に
よ
っ
て
、
中
国

社
会
も
自
ず
か
ら
民
主
化
の

方
向
に
進
み
、
い
ず
れ
国
際

社
会
の
責
任
あ
る
一
員
と
し

て
成
長
し
て
行
く
だ
ろ
う
と

い
う
期
待
が
あ
り
ま
し
た
。

米
国
に
続
い
て
日
本
が
、

台
湾
と
の
国
交
を
断
絶
し
て

ま
で
、
対
中
国
交
正
常
化
に

踏
み
切
っ
た
の
も
、
そ
う
い

う
期
待
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
勿
論
、
国
交
正
常
化
に

よ
り
、
１９
世
紀
末
以
来
の
長

く
不
幸
な
日
中
関
係
に
終
止

符
を
打
つ
と
い
う
狙
い
も
あ

り
ま
し
た
。

国
交
正
常
化
か
ら
６
年

後
、
日
中
平
和
友
好
条
約
が

締
結
（
１
９
７
８
年
）
さ
れ

ま
し
た
。
同
条
約
第
３
条
に

は
、
両
国
は
「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
に
お
い
て
も
又
は

他
の
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い

て
も
、
覇
権
を
求
め
る
べ
き

で
な
く
」
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
条
約
締
結
を
契
機

に
、
日
本
は
、
対
中
経
済
協

力
を
本
格
化
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
戦
前
の
中
国
侵

略
に
よ
り
与
え
た
損
害
に
対

す
る
謝
罪
と
賠
償
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

敢
え
て
「
賠
償
」
と
言
わ
ず

に
「
経
済
協
力
」（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

と
い
う
形
式
が
採
ら
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、

日
本
か
ら
の

経
済
協
力

（
円
借
款
な

ど
）
の
拡
大

と
と
も
に
、

日
中
の
貿
易

・
投
資
関
係

も
着
実
に
進

展
し
ま
し

た
。前

回
触
れ

た
山
崎
豊
子

の
「
大
地
の

子
」
で
も
詳
し
く
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
は
上
海
の

宝
山
製
鉄
所
の
建
設
工
事
な

ど
、
中
国
の
重
要
産
業
の
育

成
や
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
れ
に
並
行
し
て
日
中
の

人
的
、
文
化
的
交
流
は
、
堰

を
切
っ
た
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
進
み
、
友
好
関
係
は

確
実
に
根
付
い
た
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、

当
時
私
も
訪
中
の
た
び
に
温

か
く
迎
え
ら
れ
、
ま
た
東
京

で
も
中
国
人
と
の
交
流
が
深

ま
っ
た
こ
と
は
前
々
回
と
前

回
で
詳
し
く
述
べ
た
通
り
で

す
。天

安
門
事
件
で
西
側
諸
国

が
一
斉
に
対
中
制
裁
措
置
を

実
施
し
た
と
き
も
、
日
本
は

対
中
関
係
の
特
別
な
重
要
性

に
鑑
み
、
こ
れ
ら
諸
国
と
は

一
線
を
画
し
、
対
中
経
済
協

力
を
続
行
し
ま
し
た
。
事
件

直
後
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
は

「
中
国
を
孤
立
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
主
張
し
て
、

こ
の
趣
旨
を
サ
ミ
ッ
ト
宣
言

に
盛
り
込
ま
せ
た
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
す
。

さ
ら
に
、
事
件
の
３
年
後

に
は
、
平
成
天
皇
ご
夫
妻
の

訪
中
問
題
を
巡
っ
て
国
内
に

色
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
日
本
政
府
は
前
向
き
に

考
え
て
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ

ま
し
た
。
当
時
中
国
外
務
大

臣
だ
っ
た
錢
基
琛
（
前
回
登

場
）
も
、
退
任
後
の
回
想
録

で
、
天
皇
訪
中
が
中
国
の
国

際
的
立
場
の
改
善
に
大
い
に

役
立
っ
た
と
謝
意
を
表
明
し

て
い
ま
す
。

あ
の
時
日
本
は
も
っ
と
中

国
を
叩
い
て
お
く
べ
き
だ
っ

た
、
円
借
款
の
継
続
や
天
皇

訪
中
は
判
断
ミ
ス
だ
っ
た
と

い
う
意
見
が
現
在
で
も
時
々

聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
一

種
の「
後
知
恵
」で
あ
っ
て
、

当
時
は
政
府
も
大
部
分
の
国

民
も
納
得
し
て
い
た
は
ず
。

当
時
の
外
交
当
局
者
の
判
断

は
決
し
て
間
違
っ
て
は
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
し

あ
の
時
日
本
が
西
側
諸
国
と

一
緒
に
な
っ
て
対
中
制
裁
に

加
わ
っ
て
い
た
ら
ど
う
な
っ

て
い
た
か
は
想
像
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
決
し
て

プ
ラ
ス
に
は
な
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

（
２
面
に
続
く
）

中
国
と
ど
う
付
き

合
っ
て
い
く
べ
き
か

不
幸
な
過
去
に

終
止
符
を
打
つ体

験
的
対
中
外
交
論（
そ
の
３
）

日
中
経
済

関
係
の
拡
大

「
中
国
を
孤
立

さ
せ
る
な
」



こ
の
こ
と
を
考
え
る
上

で
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と

は
、
天
安
門
事
件
の
あ
っ
た

１
９
８
９
年
と
い
う
時
点
で

日
本
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ

っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
年
１
月
に
、
昭
和
天
皇

が
崩
御
し
、
年
号
が
平
成
に

代
わ
り
ま
し
た（
ち
な
み
に
、

私
と
同
年
生
ま
れ
の
美
空
ひ

ば
り
は
同
年
６
月
に
死

去
）
。
内
閣
は
竹
下
内
閣
か

ら
宇
野
、
海
部
内
閣
へ
と
短

期
間
の
う
ち
に
代
わ
り
、
政

情
は
甚
だ
不
安
定
で
し
た
。

同
時
に
、
そ
れ
ま
で
続
い
て

い
た
バ
ブ
ル
経
済
が
一
気
に

弾
け
、
株
価
が
暴
落
し
、
日

本
の
長
い
経
済
不
況
時
代
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。国

内
の
経
済
不
況
対
策
と

し
て
、
日
本
の
多
く
の
企
業

は
先
を
争
っ
て
、
人
件
費
も

地
価
も
格
段
に
安
い
中
国
に

生
産
拠
点
を
移
し
始
め
ま
し

た
。
生
産
拠
点
を
海
外
に
移

す
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
国

内
の
産
業
空
洞
化
を
促
進
す

る
と
同
時
に
、
産
業
技
術
の

流
出
と
い
う
現
象
を
伴
い
ま

す
。
中
国
側
も
、
日
本
企
業

の
投
資
を
受
け
入
れ
る
条
件

と
し
て
当
然
技
術
移
転
を
要

求
す
る
か
ら
で
す
。例
え
ば
、

前
記
の
上
海
の
宝
山
製
鉄
所

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、

多
数
の
日
本
人
技
術
者
が
現

地
で
中
国
人
を
指
導
し
た

り
、
日
本
国
内
の
工
場
に
大

勢
の
中
国
人
技
術
者
を
受
け

入
れ
訓
練
す
る
な
ど
、
大
規

模
な
技
術
移
転
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
結

果
中
国
の

産
業
技
術

水
準
が
ハ

イ
ス
ピ
ー

ド
で
向
上

し
た
の
は

当
然
の
成

り
行
き
で

あ
っ
て
、

そ
れ
を
今

に
な
っ
て

日
本
側
が

デ
ザ
イ
ン

盗
用
だ
、

知
的
所
有

権
の
侵
害
（
海
賊
行
為
）
だ

と
指
弾
し
て
も
仕
方
が
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う

い
う
結
果
に
な
る
こ
と
は
国

際
経
済
活
動
の
歴
史
に
照
ら

し
て
も
十
分
予
測
で
き
た
こ

と
で
、
今
に
な
っ
て
後
悔
し

て
も
手
遅
れ
で
す
。

こ
う
し
て
着
実
に
技
術
力

を
蓄
え
た
中
国
は
、
そ
の
後

共
産
党
の
強
力
な
指
導
の
下

で
快
進
撃
を
続
け
、今
や「
世

界
の
工
場
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、国
内
総
生
産（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
で
は
２
０
１
０
年
に

日
本
を
抜
き
、
世
界
第
２
の

経
済
大
国
と
な
り
ま
し
た
。

向
こ
う
１０
年
以
内
に
米
国
を

追
い
越
し
て
世
界
一
の
経
済

大
国
に
な
る
と
の
予
測
も
あ

り
ま
す
。

他
方
、
日
中
間
の
経
済
関

係
が
緊
密
化
す
る
半
面
で
、

政
治
・
外
交
関
係
で
は
様
々

な
不
協
和
音
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
、

天
安
門
事
件
以
後
登
場
し
た

江
沢
民
政
権
時
代
は
、
日
本

の
首
相
に
よ
る
靖
国
神
社
参

拝
や
「
南
京
大
虐
殺
」
な
ど

の
歴
史
認
識
問
題
を
巡
っ

て
、
し
ば
し
ば
中
国
国
内
で

反
日
感
情
が
盛
り
上
が
り
、

日
本
の
進
出
企
業
へ
の
嫌
が

ら
せ
や
暴
行
事
件
が
頻
発
し

ま
し
た
。
経
済
発
展
に
伴
い

中
国
人
が
自
信
を
つ
け
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
目
覚
め
た

た
め
と
も
、
中
国
共
産
党
が

国
民
の
不
平
不
満
を
そ
ら
す

た
め
に
反
日
感
情
を
煽
っ
た

と
も
、
様
々
な
解
釈
が
可
能

で
す
が
、
日
本
側
で
は
こ
う

し
た
状
況
下
で
も
、
政
経
分

離
と
い
う
こ
と
で
、
対
中
経

済
進
出
を
大
き
く
後
退
さ
せ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
「
政
冷
経
熱
」
と
言
わ

れ
る
こ
の
状
況
は
、
現
在
で

も
続
い
て
い
ま
す
。

経
済
力
が
つ
い
た
中
国

が
、
政
治
、
外
交
、
軍
事
分

野
で
も
強
気
に
な
り
、
対
外

進
出
を
積
極
化
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
南
沙
、

西
沙
諸
島
を
含
む
南
シ
ナ
海

や
、
尖
閣
諸
島
周
辺
の
東
シ

ナ
海
へ
の
勢
力
拡
大
、
海
軍

に
よ
る
拠
点
造
り
等
は
近
年

ま
す
ま
す
激
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
「
一
帯
一

路
」
の
旗
印
の
下
、
陸
上
で

も
、
経
済
力
に
も
の
を
言
わ

せ
て
着
々
と
影
響
力
を
世
界

的
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
各
国

が
対
策
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る

間
、
い
ち
早
く
国
内
の
感
染

拡
大
阻
止
に
成
功
し
た
（
と

見
ら
れ
る
）
中
国
が
、
い
わ

ば
火
事
場
泥
棒
的

に
、
こ
れ
ら
の
海

域
や
地
域
へ
の
進

出
を
強
め
て
い
る

こ
と
は
、
隣
国
日

本
と
し
て
到
底
無

関
心
で
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

周
知
の
よ
う
に
、中
国
は
、

香
港
の
民
主
化
勢
力
弾
圧
に

続
い
て
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
の
少
数
民
族
に
対
す
る

人
権
抑
圧
を
強
め
て
お
り
、

国
際
的
な
非
難
を
浴
び
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
欧
米
諸
国

で
は
対
中
制
裁
を
強
化
す
べ

き
だ
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
例
え
ば
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
、
近
年

の
同
国
に
お
け
る
中
国
人

（
移
民
、
居
住
者
な
ど
）
の

急
増
に
伴
い
、
様
々
な
問
題

が
頻
発
し
て
お
り
、
対
中
警

戒
心
や
反
発
が
著
し
く
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
（
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
作
家
ク
ラ
イ
ブ
・
ハ
ミ

ル
ト
ン
の
�
Ｓ
ｉ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｉ
ｎ
ｖ
ａ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
�
（
日

本
語
の
翻
訳
で
は
「
目
に
見

え
ぬ
侵
略
」、
飛
鳥
新
社
刊
）

が
詳
し
く
分
析
し
て
お
り
、

参
考
に
な
り
ま
す
）�
写
真
。

も
う
一
つ
厄
介
な
問
題

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
台

湾
問
題
で
す
。
中
国
が
台
湾

は
中
国
の
一
部
で
あ
り
、
台

湾
の
独
立
は
絶
対
に
認
め
な

い
と
言
っ
て
い
る
限
り
、
中

台
の
摩
擦
、
対
立
は
不
可
避

で
、
こ
れ
に
米
国
や
日
本
な

ど
が
ど
う
絡
む
か
は
極
め
て

難
し
い
問
題
で
す
。
も
し
台

湾
海
峡
で
の
衝
突
が
軍
事
的

な
衝
突
に
発
展
す
れ
ば
、
日

本
も
到
底
無
傷
で
は
い
ら
れ

な
い
は
ず
で
す
。

今
般
、
菅
義
偉
首
相
と
バ

イ
デ
ン
米
大
統
領
に
よ
る
初

の
日
米
首
脳
会
談
（
４
月
１６

日
）で
も
、台
湾
問
題
は
最
も

重
要
な
議
題
の
１
つ
で
、両
首

脳
は
共
同
声
明
で
、
台
湾
海

峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要
性

を
は
っ
き
り
強
調
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
対
し
て
早
速
中

国
側
は
、「
内
政
干
渉
」だ
と

し
て
強
く
反
発
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

日
本
は
、
米
国
と
の
同
盟
関

係
に
加
え
て
、
イ
ン
ド
や
豪

州
等
と
の
連
携
を
維
持
し
な

が
ら
、
具
体
的
な
事
案
で
中

国
と
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く

か
。
実
に
難
し
い
問
題
で
、

日
本
人
の
覚
悟
と
叡
智
が
問

わ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

本
欄
で
今
後
さ
ら
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

対
中
経
済

進
出
の
功
罪

中
国
と
ど
う
付
き

合
っ
て
い
く
べ
き
か

反
日
感
情
と

「
政
冷
経
熱
」

中
国
の
人
権

抑
圧
、台
湾
問
題

日中間の主な出来事
１９７２年 田中角栄首相訪中、日中国交正常化。

中国から上野動物園にパンダ２頭贈呈
７８年 鄧小平副首相来日、日中平和友好条約批准
７９年 大平正芳首相訪中、対中経済協力（ＯＤＡ）

開始
８９年 天安門広場事件
９２年 天皇・皇后が初の訪中

２００１年 小泉純一郎首相の靖国神社参拝に中国側が
反発

０６年 一般無償資金協力の新規承諾終了。
翌年 円借款の新規承諾終了

１０年 中国が国内総生産（ＧＤＰ）で日本を抜き、
世界第２位に

１２年 日本政府が尖閣諸島国有化。
中国で反日デモ相次ぐ

１８年 安倍晋三首相訪中（７年ぶりの首相公式訪問）
２０～２１年 尖閣周辺海域に中国公船が頻繁に出没。

新型コロナ感染拡大
２１年 中国「海警法」施行

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
研
究

会
会
長
、
元
国
連
環
境

計
画
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
代
表
、
元
東
海
大
学

教
授（
国
際
政
治
学
）。

新
城
市
出
身
、
８４
歳
。

金子熊夫

宝山鋼鉄第１号高炉点火式（１９８５年）


